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◇データ収集・分析研究委員会の役割 

競売市場の実態把握を通じて評価の資質を向上させる活動の一環として、開札結果を評

価業務にフィードバックするため、ＢＩＴシステムからデータを収集し、分析・研究を行

うことです。 

 

◇委員会開催 

  第 1回：平成 28年 6月 18日（土）13時 30分～16時 30分 東京・航空会館 

  第 2回：平成 28年 8月 22日（月）17時 15分～18時 30分（スカイプ会議） 

  第 3回：平成 28年 9月 28日（水）17時 15分～18時 30分（スカイプ会議） 

第 4回：平成 28年 10月 29日(土) 10時～17時 

           公益社団法人 沖縄県不動産鑑定士協会久米同進会館 

  第 5回：平成 29年 2月 25日（土）13時 30分～16時 40分 東京・航空会館 

 

◇今後の予定 

 ・「平成 27年度競売データの分析」発行 

 

◇その他 

現在、当委員会では平成 27年 4月～平成 28年 3月までのＢＩＴデータの分析結果をま

とめた冊子「平成 27年度競売データの分析」発行に向け準備中です。分析の目的は、直接

的には、公益性を有した司法競売の概要を把握し、年度毎の傾向を分析することにありま

すが、更に進んで、全国の司法競売関係者間で、この傾向分析を共有することにより、評

価作業へのフィードバックや修正率の見直し等を通じ、これまで以上に円滑で効果的な制

度の運用を図ることを目指しています。データの分析上必要となる競売市場修正率の確認

に際し、全国各地研究会会長の皆様をはじめ多くの皆様にご協力を賜りましたことを心よ

り感謝申し上げます。今後とも競売市場の各地実態把握に際しまして、皆様ご協力の程よ

ろしくお願い申し上げます。 


